
〈保管上の注意〉

●電熱体端子部分を上部にして保管して下さい。（図１参照）

●管は平坦な場所に保管して下さい。（図２参照）

●管に不陸・ソリが生じないように１０cm角以上の枕木を置き、管を静置して下さい。

●荷崩れしないように管底側部にキャンバー(くさび)で端止めして下さい。

●差口と受口の梱包材を取らずに、保管して下さい。梱包材は清掃直前に開封して下さい。

●保管時の管の変形を防止するため、積重ね保管は避けて下さい。

●保管時にはブルーシート等により、直射日光および雨を避けて下さい。

　特に電熱体が埋め込まれている受口部には注意して下さい。

●受口部と差口部は交互に置いて下さい。
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